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約３０ｍにわたり道路が崩落　車も人も通れません

一部に枝枯れも見られるお達磨の桜（県指定天然記念物）
この雄姿をいつまでも・・・

　６月定例会で第２回目の予算の見直しを行いました。その結果、歳入歳出予算にそれぞれ１９５１万円を 
増額し、総額で５２億２７３万円とするものです。見直しの主な内容は次のとおりです。

崩落箇所の復旧に向けて
道路ストック点検・改修事業

　町道土橋沼の倉線は、令和５年３月に発生した崩落により、
現在も一部区間が全面通行止めになっています。同線の復旧工
事のため、測量設計等業務委託料として、３９９万３０００円を増額
補正するものです。

令和５年９月３０日の任期満了に伴い、中山町議会議員選挙が次の日程で行われます。

立候補者の費用負担軽減のため、選挙公営（公費負担）制度が導入されています
　選挙公営制度とは、お金のかからない選挙を実現するとともに、立候補の機会や候補者間の選
挙運動の機会均等を図るため、一定の範囲で立候補者の選挙運動にかかる費用の一部を公費で負
担する制度です。公職選挙法の改正により、当町では、令和３年６月定例会において条例の設定

告 示 日 令和５年９月 １２ 日（火）
投開票日 令和５年９月 １７ 日（日）

ト

ピッ
クス

1

お達磨の桜を後世に
文化財保護総務経費

　令和４年度に実施した、お達磨の桜の樹体調査結果を踏ま
え、樹木医立会いによる土壌改良、２世木の移植候補地の土壌
調査など、樹勢回復のための作業を実施するため、お達磨の桜
樹勢回復処理委託料として４８万９０００円を増額補正するものです。

ト

ピッ
クス

２

令和５年度一般会計補正予算 令和５年度一般会計補正予算 （第（第１１号）号）

令和５年度一般会計補正予算 令和５年度一般会計補正予算 （第（第２２号）号）

請願と陳情（要望）６月定例会に陳情１件、要望書１件が提出されました。

陳　　情 国に対し、適格請求書等保存方式（インボイス制度）の延期・
見直しを求める陳情書
受理年月日：令和５年５月１６日

要　　望 人道的見地から、沖縄防衛局による「沖縄本島南部からの埋め
立て用土砂採取計画」の断念を国に要請することについて
受理年月日：令和５年５月２５日

令和５年 中山町議会６月定例会日程表
期　　日 会　　議 備　　考

６月７日（水） 本　会　議

（常任委員会）

一般質問
議第２０号〜２３号　各件毎提案理由の説明、質疑、討論、採決
報告
厚生産業常任委員会

６月８日（木） 休　　　会 議案調査

６月９日（金） 本　会　議
（全員協議会）

議第２４号〜２８号　各件毎提案理由の説明、質疑、討論、採決

８月までのワクチン接種（春開始接種分）　２７２２万円を専決処分８月までのワクチン接種（春開始接種分）　２７２２万円を専決処分
　５月８日より、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけが第５類
に引き下げられましたが、ワクチン接種については、これまで同様、公費負担
による接種が継続されます。それに伴い、速やかな接種体制を整備するための
専決処分を承認しました。ワクチン接種の財源は国の補助金となります。

①‌�　基本的な感染対策については、主体的な選択を尊重し、個人や事業者の判断に委ねるこ
ととします。

５月８日以降の中山町の感染対策等の考え方
check

check

②‌�　町として一律に感染対策を求めることはなくなり、個人や事業者は自主的な感染対策に取り組むもの
とします。町は、国および県から提供される個人や事業者の判断に資する情報の周知に努めます。

③‌�　特に感染対策が求められる医療機関や高齢者施設等については、引き続き国および県から提供される
感染対策に関する情報に十分留意します。

町民と町政をつなぐ架け橋に町民と町政をつなぐ架け橋に

中山町議会議員選挙が行われます

が行われました。これにより、中山町議会議員選挙においても、選挙公営（公費負担）の対象となり、立候補し
やすい環境づくりが進められています。（詳しくは、なかやま議会だより№２３に掲載）

詳しくは、町選挙管理委員会（☎０２３-６６２-２１１１）まで
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その議案に私は賛成、私は反対その議案に私は賛成、私は反対

議
案
番
号

議案名と主な内容
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 議長
佐
東　
幸
治

須
貝　
勝
司

夛
田　
慎
二

鈴
木　
徹
雄

渡
辺　
博
文

斎
藤　
眞
一

村
山　
　
隆

木
村　
幸
広

佐
竹　
英
規

鎌
上　
　
徹

議第
２０号

令和４年度中山町一般会計補正予算（第１０号）について
の専決処分の承認について
歳入歳出予算それぞれ８９０９万１０００円増額し、歳入歳出予算
総額を５６億４４３５万５０００円とする
一般会計予算の補正が急きょ必要となったため、地方自治法‌
第１７９条第１項の規定に基づき専決処分したもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

２１号
中山町町税条例の一部を改正する条例の制定について
の専決処分の承認について
地方税法等の一部改正に伴い、急きょ施行を必要としたため、‌
地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき専決処分したもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

２２号
中山町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の 
制定についての専決処分の承認について
地方税法等の一部改正に伴い、急きょ施行を必要としたため、‌
地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき専決処分したもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

２３号

令和５年度中山町一般会計補正予算（第１号）について
の専決処分の承認について
歳入歳出予算それぞれ２７２２万円増額し、歳入歳出予算総額
を５１億８３２２万円とする
一般会計予算の補正が急きょ必要となったため、地方自治法‌
第１７９条第１項の規定に基づき専決処分したもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

２４号
令和５年度中山町一般会計補正予算（第２号）について
歳入歳出予算それぞれ１９５１万円増額し、歳入歳出予算総額
を５２億２７３万円とする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

２５号
中山町子ども・子育て会議設置条例の一部を改正する
条例の制定について
子ども・子育て支援法の一部改正に伴い、本条例の改正を
行う必要があるため

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

２６号

中山町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
の制定について
子ども・子育て支援法、学校教育法及び児童福祉法の一部
改正並びに法律・事務の所管省の移管等に伴い、本条例の
改正を行う必要があるため

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

２７号

中山町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例の制定について
家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部改正
及び法律・事務の所管省の移管等に伴い、本条例の改正を
行う必要があるため

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

２８号
令和５年度中山町一般会計補正予算（第３号）について
歳入歳出予算それぞれ９８万円増額し、歳入歳出予算総額を
５２億３７１万円とする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

６月定例会 採決状況 ○賛成　●反対　 欠席　 退席

＊注：議長は採決に加わりません。

渡辺　博文 議員（６ページ）
▪‌▪‌��一向に樹勢が回復しない“お達磨の桜”について一向に樹勢が回復しない“お達磨の桜”について
▪‌▪‌��一向に改善しない一向に改善しない““町営バスの使い勝手町営バスの使い勝手””についてについて

佐東　幸治 議員（７ページ）
▪‌▪‌��樹園地継承の担い手確保を樹園地継承の担い手確保を

木村　幸広 議員（９ページ）
▪‌▪‌��犬や犬や猫猫などが、人にとっていやしの存在になどが、人にとっていやしの存在に
なるようになるように
▪‌▪‌��道路の冠水対策について道路の冠水対策について

須貝　勝司 議員（８ページ）
▪‌▪‌��ＤＸ推進で町民の利便性向上を図れＤＸ推進で町民の利便性向上を図れ
▪‌▪‌��人口減少・少子化対策のため、さまざまな施策を人口減少・少子化対策のため、さまざまな施策を

夛田　慎二 議員（１０ページ）
▪‌▪‌��避難行動要支援者の避難について避難行動要支援者の避難について
▪‌▪‌��マイナンバーカードトラブル防止についてマイナンバーカードトラブル防止について
▪‌▪‌��英検補助金の対象者について英検補助金の対象者について

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

質問者（発言順）

一 般 質 問一 般 質 問
　一般質問とは、議員個人が町の事務・事業の執行状況や将来に対する考え方などの報告や説明を町長などに求め、
町が町民のために適切な町政運営を進めているかを議員が問いただすものです。
　質問方法は、効率的な議会運営を目的に、質問する議員があらかじめ議長に質問の趣旨などを知らせる「通告制」
を採用し、議員はその内容に沿って質問します。中山町議会では、質問時間は答弁と合わせて４０分以内としています。

５人の議員が一般質問
　６月定例会では、５人の議員が１０件の一般質問を行い、
将来の町政について活発な議論を展開しました。

一 般 質 問
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一 般 質 問

佐
さ
東
とう
 幸
こう
治
じ
 議員

樹園地継承の担い手確保を樹園地継承の担い手確保を

一 般 質 問

渡
わた
辺
なべ
 博
ひろ
文
ふみ
 議員

一向に樹勢が回復しない一向に樹勢が回復しない
� “お達磨の桜”について� “お達磨の桜”について

令和５年２月から新たに導入された町営バス
１日平均２６．５人（５月の利用者数）では、実にもったいない

りんごなどの樹園地が広がる豊かな土地を後世に（岡地区）

一
向
に
改
善
し
な
い

一
向
に
改
善
し
な
い

〝
町
営
バ
ス
の
使
い
勝
手

〝
町
営
バ
ス
の
使
い
勝
手
〟〟に
つ
い
て

に
つ
い
て

問　
昨
年
、
農
業
経
営
基

盤
強
化
促
進
法
が
改
正
さ

れ
た
。「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」
が
法
定
化
さ
れ
「
地

域
計
画
」
に
移
行
す
る
こ

と
と
な
り
、
新
た
に
１０
年

後
の
農
地
を
ど
の
担
い
手

に
集
積
・
集
約
化
し
て
い

く
か
を
農
地
単
位
で
示
し

た
、「
目
標
地
図
」
を
令

和
６
年
度
中
に
作
成
す
る

こ
と
が
各
市
町
村
に
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
当
町
に
お
い
て
も
、
果

樹
栽
培
に
は
多
く
の
農
家

が
関
わ
っ
て
い
る
。
果
樹

の
担
い
手
に
つ
い
て
、
当

町
の
従
事
す
る
農
家
の
年

齢
・
果
樹
栽
培
面
積
・
将

来
離
農
に
よ
り
荒
廃
す
る

問　
毎
年
、
１
０
０
万
円

前
後
の
税
金
を
投
入
し
な

が
ら
、
一
向
に
樹
勢
が
回

復
し
な
い〝
お
達
磨
の
桜
〟

に
つ
い
て
、
１
０
０
万
円

も
の
税
金
を
ど
う
使
っ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
今
後

の
具
体
的
な
対
策
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

県
指
定
の
天
然

記
念
物
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
県
お
よ
び
樹
木
医
の

指
導
の
も
と
で
適
宜
、
枯

れ
枝
処
理
、
腐
朽
部
や
空

洞
化
の
処
置
、
活
力
剤
の

注
入
な
ど
、
毎
年
５０
万
円

か
ら
８０
万
円
程
度
の
管
理

作
業
経
費
を
投
入
し
、
こ

れ
ま
で
管
理
を
行
っ
て
き

樹
園
地
な
ど
、
実
状
は
把

握
し
て
い
る
の
か
。

町
長　
農
業
委
員
会
が
令

和
２
年
度
・
３
年
度
に

行
っ
た
農
地
利
用
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
１０

ア
ー
ル
以
上
耕
作
し
て
い

る
農
業
者（
８
９
２
世
帯
）

の
中
で
、
経
営
主
の
平
均

年
齢
は
６９
・
３
歳
で
、
６０

歳
以
上
は
８３
・
３
％
に

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
２
０
２
０
年
の

農
林
業
セ
ン
サ
ス
統
計
に

よ
れ
ば
、
当
町
の
果
樹
栽

培
面
積
は
、
１
５
４
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
、
り
ん
ご
約
６３‌

ｈａ
、
お
う
と
う
約
３１‌

ｈａ
、

す
も
も
約
２８‌

ｈａ
、
西
洋
な

し
約
１６‌

ｈａ
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
４
品
目
で
８９
・

６
％
と
主
力
品
目
に
な
っ

て
い
る
。

　
将
来
、
荒
廃
し
て
し
ま

う
樹
園
地
な
ど
の
実
状
と

し
て
、
具
体
的
に
面
積
は

把
握
し
て
い
な
い
が
、
農

地
利
用
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回

答
で
は
、「
５
年
後
も
経

た
が
、
樹
木
の
こ
と
な
の

で
、
す
ぐ
に
衰
退
原
因
が

特
定
で
き
た
り
、
対
策
の

回
復
成
果
が
直
ち
に
表
れ

る
も
の
で
は
な
い
と
考
え

る
。
引
き
続
き
、
計
画
的

に
土
壌
入
替
、
枯
死
し
た

枝
の
処
理
な
ど
を
実
施
し

の
で
は
な
く
、
条
件
の
悪

い
、
作
業
が
困
難
な
農
地

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
以
外

の
用
途
も
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
話
し
合
い
の
上
、

地
域
計
画
に
反
映
し
て
い

き
た
い
。

や
、
ど
こ
で
も
降
車
で

き
る
「
フ
リ
ー
降
車
区

間
」
の
設
定
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
る
。

④‌�

町
内
の
金
融
機
関
前
な

ど
の
新
た
な
バ
ス
停
の

設
置
に
つ
い
て
は
、
運

行
路
線
や
ダ
イ
ヤ
全
体

の
見
直
し
の
中
で
、
引

き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

⑤‌�

乗
車
料
金
の
無
料
化
に

つ
い
て
は
、
法
令
上
、

乗
車
料
金
を
無
料
化
す

る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
高
齢
者
等
の
割
引

を
目
的
と
し
た
無
料
乗

車
証
の
発
行
な
ど
に
よ

ら
、
よ
り
良
い
公
共
交
通

の
あ
り
方
を
模
索
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

私
の
思
い

　
樹
木
医
が
町
に
提
出
し

た
報
告
書
と
、
業
者
が
毎

年
行
っ
て
い
る
デ
ー
タ
を

比
較
す
る
と
、
双
方
が
理

解
し
連
携
し
て
い
る
と
は

思
え
な
い
。
も
う
一
度
見

直
し
を
し
て
ほ
し
い
。

　
ま
た
、
現
在
町
営
バ
ス

は
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
抱

え
て
い
る
。
ぜ
ひ
、
最
善

な
方
法
を
模
索
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

問 

「
優
良
な
樹
園
地
」と

「
活
用
方
法
を
検
討
す
べ

き
樹
園
地
」
の
区
分
は
で

き
て
い
る
の
か
。

町
長　
区
分
案
は
設
定
し

て
い
な
い
が
、
現
在
の
全

て
の
樹
園
地
を
継
続
す
る

て
い
く
。

　
あ
わ
せ
て
、
２
世
木
の

苗
木
を
指
定
木
近
く
に
移

植
し
て
大
事
に
育
て
て
い

き
、
地
元
の
意
見
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
お
達
磨
の
桜

を
後
世
に
引
き
継
げ
る
よ

う
努
め
て
い
く
。

問　
果
樹
栽
培
の
担

い
手
確
保
と
、
樹
園

地
の
継
承
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
考
え

な
の
か
。

町
長　
樹
園
地
を
継

承
す
る
た
め
、
新
し

い
担
い
手
と
し
て
、

新
規
就
農
者
の
受
入

れ
も
重
要
だ
と
考
え

て
い
る
。

　
ま
た
、
認
定
新
規

就
農
者
へ
の
支
援
と

し
て
、
農
業
機
械
導

入
・
農
薬
購
入
・
苗

木
等
へ
の
補
助
を
実

施
し
て
い
る
。

　
今
後
も
新
規
就
農

者
が
増
加
す
る
施
策

や
担
い
手
確
保
に
つ

問　
町
営
バ
ス
に
つ
い
て

は
、
何
年
も
前
か
ら
、
い

ろ
い
ろ
な
提
案
を
し
て
い

る
が
「
今
後
検
討
し
て
い

く
」
と
い
う
口
ば
か
り
の

答
弁
で
、
一
向
に
解
決
し

て
い
な
い
。
具
体
的
に
何

を
ど
う
検
討
し
、
解
決
し

て
い
く
の
か
。

町
長　
令
和
元
年
１２
月
定

例
会
に
お
い
て
、「
今
後

検
討
し
て
い
く
」
等
と
答

弁
し
た
５
点
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①‌�

運
行
の
安
全
性
確
保
に

つ
い
て
は
、
安
全
安
心

な
運
行
が
し
っ
か
り
と

遂
行
で
き
る
こ
と
を
第

一
に
委
託
先
を
決
定
し

て
い
る
。

②‌�

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運

転
免
許
自
主
返
納
に
対

す
る
支
援
に
つ
い
て

は
、
町
営
バ
ス
回
数
券

の
ほ
か
、
タ
ク
シ
ー
券

も
選
択
で
き
る
よ
う
追

加
し
た
。

③‌�
町
営
中
原
ア
パ
ー
ト
跡

地
へ
の
停
車
帯
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
バ
ス
停

の
移
動
を
検
討
し
て
い

る
ほ
か
、「
フ
リ
ー
ス

ト
ッ
プ
区
間
」
の
拡
大

る
実
質
無
料

化
が
考
え
ら

れ
る
。

　
今
後
は
、
タ

ク
シ
ー
の
利
用

状
況
に
関
す
る

「
移
動
ニ
ー
ズ

調
査
」
を
行

い
、
将
来
的
な

デ
ジ
タ
ル
技
術

の
活
用
も
視
野

に
入
れ
な
が

営
を
維
持
・
拡
大

し
て
い
く
」
が
約

３４・５
％
で
、「
や

め
る
」
が
約
３０
・

６
％
、「
縮
小
を

検
討
」
が
約
１７
・

２
％
と
な
っ
て
お

り
、
離
農
す
る
農

業
者
が
増
え
る
見

込
み
で
あ
る
。

問　
「
地
域
計
画
」

「
目
標
地
図
」
作

成
の
進
捗
状
況
は
。

町
長　
今
年
度
は

計
画
策
定
の
た

め
、
幅
広
い
関
係

者
で
話
し
合
い
が

で
き
る
体
制
づ
く

り
を
行
っ
て
い
く
。

い
て
、
国
・
県
と
連
携
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

私
の
思
い

　
農
業
の
将
来
は
明
る
い

と
捉
え
、
そ
の
準
備
を
整

え
て
お
く
こ
と
が
重
要
。
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一 般 質 問

木
き
村
むら
 幸
ゆき
広
ひろ
 議員

犬や猫などが、人にとって犬や猫などが、人にとって
いやしの存在になるようにいやしの存在になるように

一 般 質 問

須
す
貝
がい
 勝
かつ
司
し
 議員

ＤＸＤＸ※※推進で推進で
� 町民の利便性向上を図れ� 町民の利便性向上を図れ

人
口
減
少・少
子
化
対
策
の
た
め
、

人
口
減
少・少
子
化
対
策
の
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を

道
路
の
冠
水
対
策
に
つ
い
て

道
路
の
冠
水
対
策
に
つ
い
て

※‌�山村留学制度とは、小・中
学生が自然豊かな農山漁村
に移り住み、その地域の学
校に通いながら、自然体験
や農山漁村の暮らしを体験
することを主な目的とした
教育制度のこと。

※‌�ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）とは、‌
ＩＣＴ（情報通信技術）の浸透が人々の生活をあらゆる面
でより良い方向に変化させること。
　‌�　総務省の自治体ＤＸ推進計画によると、重点取組事項と
して、自治体の情報システムの標準化・共通化、マイナン
バーカードの普及促進、行政手続きのオンライン化等が挙
げられている。

問　
町
内
で
の
猫
に
関
す

る
苦
情
の
件
数
と
、
そ
の

内
容
は
。

町
長　
年
間
１０
件
程
度
の

苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

主
な
内
容
は
、
放
し
飼
い

に
さ
れ
て
い
る
猫
が
自
宅

敷
地
内
に
入
っ
て
き
て
行

う
迷
惑
行
動
に
関
す
る
も

の
、
野
良
猫
へ
の
エ
サ
や

り
、
捨
て
猫
に
関
す
る
こ

と
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

問　
町
内
に
お
け
る
、
死

亡
し
た
猫
の
収
容
頭
数

と
、
そ
の
費
用
は
年
間
ど

の
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

町
長　
交
通
事
故
な
ど
で

死
亡
し
、
飼
い
主
が
確
認

問　
天
童
市
が
、
Ｄ
Ｘ
技

術
を
活
用
し
、「
書
か
な

い
窓
口
」
を
開
始
し
た
。

こ
れ
は
、
職
員
が
手
続
き

内
容
を
聞
き
な
が
ら
、

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
内
の
申
請

書
に
入
力
し
、
申
請
者
は

内
容
を
確
認
し
て
署
名
す

る
だ
け
で
済
む
も
の
で
、

市
民
の
行
政
手
続
き
の
負

担
軽
減
が
図
ら
れ
て
い

る
。
当
町
で
も
導
入
す
る

考
え
は
な
い
の
か
。

町
長　
現
在
、
総
務
省
な

ど
が
中
心
と
な
り
、「
地

方
公
共
団
体
の
基
幹
業
務

シ
ス
テ
ム
の
統
一
・
標
準

化
」
の
取
り
組
み
が
推
進

さ
れ
て
い
る
。
当
町
で

で
き
な
い
猫
に
つ
い
て
は

委
託
業
者
が
回
収
し
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
回
収
施
設
に
搬

入
し
て
い
る
。
令
和
４
年

度
に
お
け
る
収
容
頭
数
は

３６
頭
、費
用
に
つ
い
て
は
、

回
収
業
者
へ
の
委
託
料
が

３０
万
円
程
度
、
山
形
広
域

環
境
事
務
組
合
へ
の
負
担

金
が
１０
万
８
０
０
０
円
と

な
っ
て
い
る
。

問　
県
内
で
猫
の
不
妊
・

去
勢
補
助
制
度
を
行
っ
て

い
る
市
町
村
数
は
。

町
長　
県
内
１３
市
町
が
実

施
し
て
い
る
。

問　
当
町
に
お
い
て
も
、

不
妊
や
去
勢
手
術
に
補
助

制
度
を
設
け
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

町
長　
飼
い
主
の
い
な
い

猫
や
望
ま
な
い
猫
の
誕
生

を
抑
制
す
る
こ
と
、
ま

た
、
飼
い
猫
が
繁
殖
し
た

際
の
適
正
飼
育
が
難
し
い

場
合
に
、
飼
い
主
の
義
務

と
さ
れ
て
い
る
繁
殖
防
止

は
、
シ
ス
テ
ム
統
一
・
標

準
化
が
完
了
す
る
令
和
７

年
度
以
降
に
「
書
か
な
い

窓
口
」
の
導
入
も
含
め
、

窓
口
業
務
の
あ
り
方
か
ら

検
討
を
行
っ
て
い
く
。

問　
令
和
４
年
度
に
予
定

し
て
い
た
「
転
入
・
転
出

に
係
る
手
続
き
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
化
」
の
進
捗
状
況

は
。

町
長　
令
和
５
年
２
月
か

ら
運
用
を
開
始
し
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
所
有

す
る
方
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
転
出
届
と
転
入
予
約
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

問 

「
納
税
に
係
る
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
」
の
導
入

に
向
け
た
進
捗
状
況
は
。

町
長　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

決
済
ア
プ
リ
等
に
よ
る
納

税
方
法
に
つ
い
て
は
、
令

和
５
年
４
月
よ
り
運
用
を

開
始
し
た
。

問　
移
住
・
定
住
促
進
や

今
後
の
小
・
中
学
校
の
あ

り
方
を
考
え
た
と
き
、
山※

村
留
学
制
度
が
効
果
的
と

考
え
る
。
山
梨
県
丹
波
山

村
で
は
、
親
子
山
村
留
学

を
実
施
し
て
お
り
、
教
育

費
の
無
償
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
ほ
か
、
各
種
子
育

て
支
援
を
用
意
し
、
保
護

者
の
就
業
支
援
も
行
っ
て

い
る
。
交
流
人
口
拡
大
に

も
つ
な
が
る
こ
の
制
度
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長　

こ
の
制
度
に
つ

い
て
は
、
受
入
れ
地
域
の

学
校
維
持
存
続
に
一
定
の

効
果
が
期
待
さ
れ
る
一

方
、
そ
の
後
の
定
住
に
結

び
つ
か
な
い
と
い
う
報
告

も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

制
度
を
利
用
し
た
子
ど
も

た
ち
が
、
貴
重
な
体
験
を

き
っ
か
け
に
、
将
来
的
に

移
住
し
て
く
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
た
め
、
他
自
治

体
の
例
を
注
視
し
、
今
後

研
究
を
進
め
て
い
く
。

私
の
思
い

　
町
民
の
利
便
性
向
上
や

福
祉
の
向
上
の
た
め
、
Ｄ

Ｘ
の
活
用
を
進
め
る
と
と

も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
民

の
立
場
に
配
慮
し
た
親
切

な
対
応
を
望
み
ま
す
。

　
ま
た
、
若
者
が
集
え
る

出
会
い
の
場
の
創
出
な

ど
、
人
口
減
少
対
策
に
つ

な
が
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

措
置
の
実
施
を
推

進
す
る
上
で
、
補

助
制
度
は
有
効
だ

と
考
え
る
。
近
隣

市
町
で
補
助
制
度

を
導
入
し
て
い
る

現
状
な
ど
も
踏
ま

え
、
今
後
、
実
施

を
判
断
し
て
い
く
。

問　
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む

中
、
高
齢
者
に
配
慮
し
た

対
応
が
必
要
と
考
え
る

が
、
そ
の
点
は
。

町
長　
現
在
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
が
行
っ
て
い
る

「
ス
マ
ホ
教
室
」
な
ど
を

今
後
も
定
期
的
に
開
催
す

る
ほ
か
、
引
き
続
き
Ｉ
Ｃ

Ｔ
に
不
慣
れ
な
方
な
ど
に

配
慮
し
な
が
ら
Ｄ
Ｘ
の
推

進
を
図
っ
て
い
く
。

図
っ
て
い
く
。

問　
側
溝
に
お
け
る
清
掃

な
ど
の
維
持
管
理
は
、
ど

こ
が
責
任
を
持
っ
て
い
る

の
か
。

町
長　

側
溝
に
つ
い
て

は
、
国
道
は
国
、
県
管
理

国
道
お
よ
び
県
道
は
県
、

町
道
は
町
が
道
路
管
理
者

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
管
理
し

て
い
る
。

　
町
道
に
お
け
る
泥
や
ご

み
等
の
側
溝
清
掃
な
ど
の

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、

地
区
要
望
な
ど
に
よ
り
、

状
況
を
確
認
の
上
、
道
路

管
理
者
と
し
て
町
が
実
施

し
て
い
る
。
ま
た
、
地
元

の
地
区
に
お
い
て
も
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て

泥
上
げ
な
ど
を
実
施
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
今
後

も
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

私
の
思
い

　
動
物
愛
護
の
精
神
を
忘

れ
ず
、
命
の
尊
さ
を
学
ぼ

う
。

問　
あ
お
ば
地
区
の
コ
ン

ビ
ニ
前
や
中
山
診
療
所
前

の
道
路
冠
水
の
原
因
と
対

策
は
。

町
長　
同
地
区
は
、
周
囲

と
比
べ
低
い
土
地
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
雨
水
等
が
集

ま
り
や
す
い
地
形
と
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
、

大
雨
の
際
は
、
最
上
川
の

水
位
上
昇
に
伴
う
石
子
沢

川
へ
の
逆
流
を
防
ぐ
た
め

古
川
水
門
を
閉
め
る
こ
と

に
よ
り
、
石
子
沢
川
や
新

堀
川
の
水
位
が
高
く
な
り

道
路
側
溝
に
流
れ
込
ん
だ

雨
水
が
排
水
さ
れ
ず
溢
れ

出
る
こ
と
で
、
道
路
冠
水

が
発
生
し
て
い
る
。

　

冠
水
対
策
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
、
国
土
交
通

省
が
用
意
す
る
浸
水
セ
ン

サ
を
用
い
て
、
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
道
路
の
浸
水
状
況

を
把
握
す
る
「
ワ
ン
コ
イ

ン
浸
水
セ
ン
サ
実
証
実

験
」
の
モ
デ
ル
地
区
と
し

て
参
加
す
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
あ
お
ば
地
区
や

新
町
地
区
周
辺
に
セ
ン
サ

を
設
置
す
る
予
定
で
あ

る
。
ま
た
、
令
和
４
年
度

に
整
備
し
た
排
水
ポ
ン
プ

２
台
等
を
使
用
し
、
道
路

冠
水
の
際
は
早
期
復
旧
を
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一 般 質 問

夛
た
田
だ
 慎
しん
二
じ
 議員

避難行動要支援者の避難行動要支援者の
� 避難について� 避難について

東北地方整備局長へ要望書を提出

意見を伝える鎌上議長

マイナンバーカード
申請・交付状況
（令和５年５月３１日時点）

（申請率：８6．60％）
９，２５０人申請件数

（交付率：７8．39％）
８，３７３人交付件数

【内訳】 令和２年以前：� ３，０３９人
　　　 （Ｈ２７年～Ｒ２年）
　　　 令和３年：� １，５６５人
　　　 令和４年：� ３，３３７人
　　　 令和５年：� ４３２人
　　　 （１月〜５月）

問　
大
雨
に
よ
る
避
難
勧

告
が
出
た
際
に
、
避
難
行

動
要
支
援
者
名
簿
が
有
効

に
活
用
さ
れ
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
の
声
が
あ

る
。
避
難
行
動
要
支
援
者

の
実
際
の
避
難
行
動
に
つ

い
て
、
町
で
調
査
な
ど
は

行
っ
た
の
か
。

町
長　
令
和
２
年
７
月
豪

雨
後
、
自
主
防
災
組
織
や

地
区
等
を
対
象
に
、
同
組

織
に
お
け
る
活
動
状
況
と

そ
の
課
題
を
把
握
す
る
た

め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
避

難
行
動
要
支
援
者
の
避
難

行
動
に
関
す
る
具
体
的
な

設
問
は
設
け
て
い
な
か
っ

た
が
、
地
区
自
主
防
災
組

織
の
災
害
時
の
活
動
に
つ

い
て
伺
う
こ
と
が
で
き
た

の
で
、
令
和
２
年
度
の
区

長
研
修
会
で
は
、
そ
の
結

果
を
も
と
に
防
災
対
策
の

研
修
を
行
っ
た
。

問　
令
和
３
年
５
月
の
災

害
対
策
基
本
法
改
正
に
よ

り
、
避
難
行
動
要
支
援
者

の
個
別
避
難
計
画
の
作
成

に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の

努
力
義
務
と
な
っ
た
。
現

在
の
作
成
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　
現
在
の
と
こ
ろ
、

作
成
数
は
９
件
と
な
っ
て

い
る
。

　
災
害
時
に
自
力
で
の
避

難
が
困
難
な
方
か
ら
優
先

的
に
作
成
を
進
め
る
よ

う
、
地
区
等
や
自
主
防
災

組
織
に
協
力
を
お
願
い
し

て
い
る
。

問 

個
別
避
難
計
画
の
作
成

対
象
者
数
は
何
名
な
の
か
。

取
る
方
法
が
あ
る
。
ど
ち

ら
の
方
法
に
お
い
て
も
、

来
庁
は
本
人
に
よ
る
こ
と

を
原
則
と
し
、
本
人
確
認

を
行
い
、交
付
し
て
い
る
。

問　
ロ
グ
イ
ン
、
ロ
グ
ア

ウ
ト
の
確
認
は
ど
う
し
て

い
る
の
か
。

住
民
税
務
課
長 

１
人
で
は

な
く
複
数
の
目
で
確
認
す

る
よ
う
に
し
て
い
る
。

問　
英
語
検
定
受
検
料
補

助
金
の
交
付
対
象
者
が
、

町
立
小
・
中
学
校
に
在
学

し
て
い
る
児
童
生
徒
を
有

英
検
補
助
金
の

英
検
補
助
金
の

対
象
者
に
つ
い
て

対
象
者
に
つ
い
て

健
康
福
祉
課
長 

避
難
行
動

要
支
援
者
名
簿
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
方
が
対
象
と
な

り
、
７
２
４
名
で
あ
る
。

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が

全
国
で
多
発
し
て
い
る
。

　
町
で
も
発
行
窓
口
を
設

け
て
い
る
が
、
ト
ラ
ブ
ル

防
止
に
ど
の
よ
う
な
対
策

を
行
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　
オ
ン
ラ
イ
ン
等
で

交
付
申
請
を
行
い
、
役
場

窓
口
で
受
け
取
る
方
法
と
、

役
場
窓
口
で
交
付
申
請
を

行
い
、
郵
便
に
よ
り
受
け

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

ト
ラ
ブ
ル
防
止
に
つ
い
て

ト
ラ
ブ
ル
防
止
に
つ
い
て

令和６年度へ向け　中山町重要事業要望
国土交通省 東北地方整備局と山形河川国道事務所に佐藤町長とともに要望書を提出
　中山町はここ数年、豪雨による最上川本川の水位上昇や、
それに伴う支川である石子沢川の内水氾濫が頻発しており、
その被害は生活全般に大きな影響を与え、町民は不安を抱え
ています。安心・安全を確保するためにも、早期の対策が必
要となっています。このようなことを踏まえ、避難経路とな
る国道１１２号「山形中山道」の整備とともに、６月１３日、国
土交通省に町および議会からの要望書を提出しました。
　議会からは、鎌上議長、佐東副議長が出席し、災害に強い
まちづくりに向け、下記２点を重要事業として要望しました。

　この要望に対し、下記のような回答をいただきました。

　議会としても特定都市河川制度について、今後も勉強を重ね、災害の少ないまちづくりに努めてまいります。

◦‌�最上川中流・上流緊急治水対策プロジェクトの中にある河
道掘削を今後も実施し、本川の流下速度を上げ、水位が上
がらないよう未着工部分の工事を進めていきます。
◦‌�今年度、県内では初となる石子沢川の特定都市河川制度指
定に向け、協力していきます。
◦‌�国道１１２号については、須川北側の用地買収がほぼ完了し、
現在は今年度の着工に向けて動いています。今後も全線開
通に向け、確実な予算確保も含め、事業の推進を図ります。

議会活動報告議会活動報告

す
る
保
護
者
等
と
な
っ
て

い
る
。
町
外
の
小
・
中
学

校
に
通
う
児
童
生
徒
は
補

助
金
の
対
象
外
と
な
る
が
、

ど
う
い
う
考
え
方
な
の
か
。

教
育
長　

町
立
小
・
中
学

校
の
英
語
学
力
向
上
策
の

一
つ
と
し
て
、
補
助
制
度

を
設
け
て
い
る
。

　
英
語
検
定
受
検
料
補
助

事
業
を
見
直
し
、
中
山
町

に
在
住
ま
た
は
在
学
す
る

小
・
中
学
生
の
保
護
者
に

対
象
を
拡
大
し
て
い
く
。

問　
特
別
支
援
学
校
や
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
て

い
る
場
合
も
対
象
に
な
る

の
か
。

教
育
課
長 

小
・
中
学
校
の

児
童
生
徒
相
当
で
あ
れ
ば

対
象
に
な
る
。

私
の
思
い

　
避
難
時
に
支
援
を
必
要

と
す
る
方
が
早
め
に
避
難

で
き
る
よ
う
、
個
別
避
難

計
画
の
作
成
に
し
っ
か
り

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

令和６年度　中山町重要事業　要望事項
最上川流域における総合的な治水対策の推進について
◦‌�流域全体の安全度を高めるため、石子沢川と本川である最上川を俯

ふ
瞰
かん
的
てき
に捉えた治水対策とし

て、「令和２年７月豪雨を踏まえた最上川中流・上流緊急治水対策プロジェクト」を推進する
とともに、関係省庁・関係機関との連携・協力を深めながら、既存の河川・堤防・排水機場の
安全性の確認と運用力の向上を図ること
◦‌�支川となる石子沢川流域における水災害対策を総合的に推進するため、特定都市河川制度を活
用した流域治水の推進および推進体制の構築・流域水害対策計画の早期策定・必要な予算確保
に努めること

国道１１２号「山形中山道」の整備促進について
◦‌�国道１１２号「山形中山道」の整備について、必要となる予算を安定的・持続的に確保し、事業
の推進を図ること

お気軽にお越しください。 お問い合わせ：中山町議会事務局 ☎023-662-4370

の予定です。88月月2424日（木）〜日（木）〜99月月11日（金）日（金）次回の定例会は

中山町人口：１０，681人
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議会活動報告議会活動報告

解体により町民の不安解消へ

町村の問題・課題が指摘された研修内容

check

空き家の調査（外観調査・周辺住民への聞き取り・所有者への聞き取りや働きかけ）

自治会や地域住民からの情報提供

立 入 調 査
必要と認められるとき

法的措置が必要と考えられる場合

助言・指導

特定空家等の判断
法的措置が必要と考えられる場合

措置を命ずる者を特定できた場合 調査を行っても措置を命ずる
者を特定できない場合

中
山
町
空
き
家
対
策
会
議

状態が改善しないと認める場合
勧　　　告

命　　　令
正当な理由がなく勧告にかかる措置をとらなかった場合

事前公告

命じられた内容を履行しない、または十分でないとき
略式代執行

※

今
回
の
事
例行政代執行

町内初 略式代執行 危険空き家を解体
厚生産業常任委員会報告（委員長：鈴木徹雄）

　６月７日、厚生産業常任委員会が開催され、これまで町に対し、議会からも強く対応を要望してき
た「梅ヶ枝町内の特定空家」についての状況報告がありました。
　対象特定空家に対し「特定空家等の除却及び動産の処分について」の事前公告を令和５年５月１０日
から３０日まで、町の掲示板および対象建物に告示、さらに町公式ホームページに掲載しましたが、期
間内に所有者より措置等が行われなかったことから、空家等対策の推進に関する特別措置法に基づく
「略式代執行」による解体が決定しました。
　このことを受け、６月６日に解体業者の入札を行い、事業費は５１１万円、一般財源のほか、国庫補
助金の「空き家対策総合支援事業補助金（補助率２分の１）」を活用し、解体を進めていきます。
　空家等対策の推進に関する特別措置法に基づく略式代執行は、町内で初めての事例となります。委
員からは、ほかにも特定空家が複数あることから、必要な管理・措置を求める意見が出されました。

月　日 内　　　　　容

令和２年１０月 中山町空き家対策会議にて特定空家に認定
（６件認定）

令和４年８月
　　　～９月

山形市に登記簿上の所有者の所在確認を依頼
し、所在確認できないとの回答

令和４年１２月～
令和５年２月 弁護士に略式代執行の際の事務処理を確認

令和５年１月 略式代執行の手続きについて先進地事例調査
（米沢市・朝日町）

令和５年５月 「特定空家等の除却及び動産の処分について」
告示

令和５年６月 解体業者の選定（入札）、略式代執行（建物
解体）

建物解体除却後 建物の滅失登記

水道企業団議会の正副議長再任
最上川中部水道企業団議会報告

　６月１４日、令和５年第２回最上川中部水道企業団議会臨時会が開催されました。これは山形市議会
議員選挙に伴い、選出議員が変更になったことから、企業団議会の正副議長選挙および議席の決定、
また、監査委員の選任を行ったものです。そのほか、２件の議案が原案どおり可決・承認されました。
内容は下記のとおりです。
◦正副議長選挙および監査委員の選任についての結果
　◇議　　長　武田啓一郎　議員（山辺町）　　　◇副議長　渡辺　博文　議員（中山町）
　◇監査委員　鈴木　　進　議員（山形市）
◦専決処分の承認を求めることについて
　◇処分事項「最上川中部水道企業団個人情報保護法施行条例の一部を改正する条例の制定について」
　　‌�　これは、職員がその業務に関して知り得た規定する保有個人情報を、第三者の不正な利益を図
る目的で提供、または盗用したとき罰せられる条例に改正されたものです。

◦調査派遣に関する決議について
　企業団発展に資するため、必要な調査派遣を行う決議案を提出し、全員一致で可決しました。

◦これまでの経過および今後の予定

管理不全空き家および特定空家等への対応

　３講演とも、近々の課題であり、その重要性を感じました。これからも、町民の皆さんのご理解と
ご協力を賜りながら議会改革を進めてまいりますので、ぜひご意見をお寄せください。

今後の課題解消に向けた研修会
令和５年度　町村議会議長・副議長全国研修会報告

　５月２３日、町村議会議長・副議長全国研修会が、東京国際フォーラムで開催され、鎌上議長と佐東
副議長が参加しました。研修会では、講師３名による講演が行われ、主な内容は下記のとおりです。

◦大正大学社会共生学部教授　江藤　俊昭 氏　「町村議会の課題と今後の展望について」

トニアの事例の報告がありました。また、デジタル化を進めるにあたり、全ての国民が利用できる
工夫と、行政や家族の協力が不可欠という、デジタル化推進のあり方を再確認する内容でした。
◦朝日新聞社コンテンツ編集本部次長　三島　あずさ 氏　「地方議会とハラスメント」
　‌�　女性議員へのハラスメントの実状と対策の事例が紹介されました。議会に女性が増えることで多
様性を確保し、ハラスメントが起きにくい組織づくりと受入れ体制づくりが進むよう意識を変えて
いく必要があるという課題が示されました。

　‌�　町村議会が抱える議員のなり手不足問題に対し、一つの案として、
議員報酬額の見直しが挙げられました。議員報酬は住民の理解を得な
がら、地域の実情や議員活動の状況、物価の動向等に応じ、その水準
のあり方を検討すべきという、今後の課題が示されました。
◦ＮＰＯ法人ブロードバンドスクール協会理事　若宮　正子 氏
　「町村こそデジタルを ―住民のためのデジタル活用法―」
　‌�　デジタル化で暮らしの幸福度が向上したという、デンマークやエス
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ご協力ありがとうございました。

中学時代はバスケ部、現在の趣味は釣り　笑顔が似合うスポーツマンの安藤先生です

広報モニターの
ワンポイント

アド
バ
イ
ス声

その議案に私
は賛成、私は反

対
その議案に私

は賛成、私は反
対

議
案
番
号

議案名と主な内容

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 議長

佐
東

　幸
治

須
貝

　勝
司

夛
田

　慎
二

鈴
木

　徹
雄

渡
辺

　博
文

斎
藤

　眞
一

村
山

　
　隆

木
村

　幸
広

佐
竹

　英
規

鎌
上

　
　徹

議第
１号

令和４年度中山町一般会計補正予算（第９号）について

歳入歳出予算
それぞれ１億

８５９万６０００円減
額し、歳入歳

出予算総額を

５５億５５２６万４０
００円とする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

２号
令和４年度中山町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について

歳入歳出予算
それぞれ５８０万

４０００円増額し
、歳入歳出予

算総額を

１２億１２１１万６０
００円とする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

３号
令和４年度中山町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）について

歳入歳出予算
それぞれ８４３万

３０００円減額し
、歳入歳出予

算総額を

４億９６２２万６０
００円とする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

４号
令和５年度中山町一般会計予算について

歳入歳出予算
総額それぞれ

５１億５６００万円
と定める

前年度比８７００万円の減

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

５号
令和５年度中山町国民健康保険特別会計予算について

歳入歳出予算
総額それぞれ

１１億５８４０万２０
００円と定める

前年度比４３１万４０００円の減

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

６号
令和５年度中山町後期高齢者医療特別会計予算について

歳入歳出予算
総額それぞれ

１億６２５０万９０
００円と定める

前年度比２８６万１０００円の増

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

７号
令和５年度中山町介護保険特別会計予算について

歳入歳出予算
総額それぞれ

１３億６９５５万３０
００円と定める

前年度比２３１８万２０００円の増

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

８号
令和５年度中山町農業集落排水特別会計予算について

歳入歳出予算
総額それぞれ

４７５１万８０００円
と定める

前年度比４８３万６０００円の減

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

９号
令和５年度中山町公共下水道事業特別会計予算について

歳入歳出予算
総額それぞれ

４億８６４６万７０
００円と定める

前年度比２７４７万５０００円の減

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

１０号
中山町個人情報保護法施行条例の設定について

個人情報の保
護に関する法

律の改正に伴
い、同法の施

行に関し必要
な

事項を定める
必要があるた

め

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

１１号
中山町情報公開・個人情報保護審査会条例の設定について

個人情報の保
護に関する法

律の改正に伴
い、中山町情

報公開・個人
情

報保護審査会
の設置等に関

し必要な事項
を定めるため

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

１２号

特別職に属する者の給与に関する条例の一部を改正する条例の 

制定について
町長、副町長

及び教育長の
給料月額にお

ける減額措置
期間を延長す

る

必要があるた
め（減額率：

町長１０％、副
町長５％、教

育長３％）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

１３号
中山町町税条例の一部を改正する条例の制定について

日帰り入浴施
設の利用を推

進することに
より、高齢者

、地域住民の
心

身の健康増進
を図るととも

に、交流の促
進に資するた

め

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

３月定例会 採
決状況

○賛成　●反対　 欠席　 退席

＊注：議長は
採決に加わり

ません。

　２月１日、
令和５年第１

回臨時会が開
催され、中山

町議会議員補

欠選挙（１月
１０日告示）に

おいて当選さ
れた木村幸広

議員の議席指

定および常任
委員・特別委

員の選任が行
われました。 【議席番号】

　８番
【常任委員】

　厚生産業常
任委員会

【特別委員】

　◦‌‌国道１１２号
及び国道４５８号

　　整備促進
特別委員会

　◦治山・治
水特別委員会

　◦‌‌柏倉家住
宅保存・利活

用

　　特別委員
会

　◦‌‌新型コロ
ナウイルス感

染症

対策特別委員
会

【抱負】
　‌‌　みんなの

声を町政に

　　福祉と暮
らしの充実を

議席の変更（本会議場）
議席の変更（本会議場）※※赤赤が変更箇所です

が変更箇所です

傍聴席（定員３０人）

議会
事務局

質問席

教育課
課長教育長

議会事務局

演　台
町長

副町長総務広報課
課長総合政策課

課長

住民税務課
課長健康福祉課

課長産業振興課
課長建設課

課長

議長席

１番
佐

東
幸

治

２
番

須
貝

勝
司

３番
夛田慎二

４番

鈴木徹雄
５番

渡辺博文６番
斎藤眞一

７番
村山　隆

８番木村幸広

９番佐竹英規

１０番鎌上　徹

臨時会が開催さ
れました

木
き

村
むら

 幸
ゆき

広
ひろ

 議員

（梅ヶ枝町・６１歳）

※前年度比は令和４年
度当初予算と

の比較

議
案
番
号

議案名と主な内容

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 議長

佐
東

　幸
治

須
貝

　勝
司

夛
田

　慎
二

鈴
木

　徹
雄

渡
辺

　博
文

斎
藤

　眞
一

村
山

　
　隆

木
村

　幸
広

佐
竹

　英
規

鎌
上

　
　徹

１４号

中山町災害見舞金の支給に関する条例の一部を改正する条例の 

制定について
中山町被災者

生活再建支援
金支給要綱に

基づく被災者
生活再建支援

金

との重複支給
を避けるため

、条例を整備
する必要があ

るため

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

１５号

中山町町民休養交流センター「ひまわり温泉ゆ・ら・ら」の設置 

及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について

中山町町税条
例の改正に伴

い、中山町町
民休養交流セ

ンター「ひま
わ

り温泉ゆ・ら・
ら」の利用料

金（内訳）の一
部を改定する

ため

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

１６号
中山町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について

健康保険法施
行令等の一部

を改正する政
令の公布に伴

い、関係する
‌

条例の整備を
図る必要があ

るため

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

１７号
中山町議会の個人情報の保護に関する条例の設定について

議会における
個人情報の適

正な取り扱い
に関し必要な

事項を定める
こ

と等に伴い、
関係条例の整

備を図る必要
があるため

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

１８号
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

人権擁護委員の
任期満了に伴い

、引き続きその
候補者を推薦す

るに当た

り、人権擁護委
員法第６条第３

項の規定により
議会の意見を求

めるため
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

１９号

山形連携中枢都市圏航空写真撮影及びデータ化業務に関する協定

の締結について

山形市、東根
市及び山辺町

との間に山形
連携中枢都市

圏航空写真撮
影

及びデータ化
業務に関する

協定を締結す
るため

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

9 令和５年５
月１日 発行

令和５年５
月１日 発行

8
なかやま議

会だより N
o.25

なかやま議
会だより N

o.25

２
月
臨
時
会

３
月
定
例
会

３
月
定
例
会

山形県中山町議会だより 編集／議会広報常任委員会　発行責任者／議長 鎌上　徹

なかやま
議会だより 発行日：令和５年５月１日

発行：中山町議会
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中山中学校中山中学校

豊田小学校豊田小学校
長崎小学校長崎小学校３　月３　月

定例会定例会

４年ぶり、顔が見える卒業式
４年ぶり、顔が見える卒業式� 希望を胸に�新たな道へ
� 希望を胸に�新たな道へ

ま
ち
・
ひ
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

№19
大好き!

なかやま
生
ま
れ
育
っ
た
中
山
町

　
医
療
の
力
で
、
ま
ち
も
人
も
元
気
に
し
た
い

「
ま
ち
・
ひ
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」で
は
、
中
山
町
が
大
好
き
で
、
町
内
外
で
活
躍
す
る
元
気
な「
若
者
」に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

第
１９
回
は
、「
安
藤
医
院
」
院
長
の
安
藤
薫
さ
ん
で
す
。

医
師
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
父
が
医
師
だ
っ
た

た
め
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
「
自

分
も
医
者
に
な
る
の
か
な
」
と

漠
然
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
大

学
に
入
り
、
本
格
的
に
医
学
の

勉
強
を
始
め
る
と
、
そ
の
面
白

さ
や
、
臨
床
・
診
療
に
興
味
が

沸
き
、
医
師
の
道
に
進
も
う
と

決
意
し
ま
し
た
。

開
業
す
る
ま
で
の
思
い
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
初
め
は
専
門
分
野

を
と
こ
と
ん
や
る
勤
務
医
と
し

て
従
事
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
父
が
体
調
を
崩
し
、
安
藤

内
科
医
院
が
閉
院
。
そ
の
後
、

父
が
亡
く
な
り
、
そ
の
こ
ろ
か

ら
自
分
が
父
の
跡
を
継
ぎ
、
開

業
医
と
し
て
こ
の
中
山
町
に
貢

安
藤
さ
ん

安
藤
さ
ん

ぎ
な
い
食
生
活
、
②
適
度
な
運

動
、
③
十
分
な
睡
眠
と
早
寝
早

起
き
、
こ
れ
が
健
康
と
元
気
の

源
で
す
か
ね
。

　
今
後
の
目
標
と
し
て
は
、
皆

さ
ん
か
ら
の
要
望
を
柔
軟
な
姿

勢
で
取
り
入
れ
、
患
者
さ
ん
が

よ
り
利
用
し
や
す
い
医
院
を
目

指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

献
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
、
こ
の
道
で
い
こ
う
と
決
め

ま
し
た
。

仕
事
の
や
り
が
い
や

充
実
感
を
感
じ
る
と
き
は
？

　
　
　
　
　
勤
務
医
と
違
い
、

開
業
医
に
な
る
と
さ
ま
ざ
ま
な

症
状
を
抱
え
た
患
者
さ
ん
が
来

院
さ
れ
ま
す
。
患
者
さ
ん
そ
れ

ぞ
れ
の
症
状
や
要
望
に
合
わ

せ
、
て
い
ね
い
に
対
応
す
る
よ

う
努
め
る
こ
と
に
や
り
が
い
を

感
じ
ま
す
。
専
門
分
野
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
そ
う
で
な
い
と

き
も
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に

寄
り
添
い
、「
う
ち
で
は
診
察

で
き
ま
せ
ん
」
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
だ
け
な
い
よ
う
に
心
が

け
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
た
医
院

の
雰
囲
気
づ
く
り
も
大
切
で
、

安
藤
さ
ん

山形市在住
安藤医院 院長・医学博士

安
あん
藤
どう
 薫
かおる
さん（３９歳）

プロフィール

長崎小学校・中山中学校卒業。
弘前大学医学部卒業後、山形県立中央病院など�
４つの病院勤務を経て、閉院していた安藤内科医
院を２０２２年４月に内科・循環器内科・呼吸器内科
「安藤医院」として診療を再開。専門は循環器。

そ
れ
が
で
き
た
と
き
に
充
実
感

が
あ
り
ま
す
。

中
山
町
の
医
療
に
つ
い
て
は

ど
う
で
す
か
？

　
　
　
　
　

内
科
に
関
し
て

は
、
町
内
の
医
院
の
先
生
方
と

連
携
し
て
い
ま
す
の
で
、
入
院

が
必
要
な
方
以
外
は
町
内
で
対

応
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

中
山
町
の
魅
力
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
生
ま
れ
育
っ
た
中

山
町
に
帰
っ
て
き
て
、
や
っ
ぱ

り
「
何
か
い
い
な
」
と
感
じ
て

い
ま
す
。
久
し
ぶ
り
に
訪
れ
た

中
山
中
学
校
は
、
校
舎
も
体
育

館
も
新
し
く
て
驚
き
ま
し
た
。

ま
た
、
最
上
川
の
河
川
敷
で

キ
ャ
ン
プ
が
で
き
る
の
も
い
い

で
す
ね
。

最
後
に
、
健
康
上
の
ア
ド

バ
イ
ス
と
今
後
の
目
標
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
①
塩
分
を
摂
り
過

安
藤
さ
ん

安
藤
さ
ん

安
藤
さ
ん

　「議会だより」を町民の皆さまに興味を持って読んで
もらえる内容にするため、感想・意見をいただいている
「広報モニター」の声をご紹介します。

　今回もたくさんの声をお寄せいただきありがとうございました。ご指摘のあった件については
検討させていただきます。
　ご意見、要望等ありましたら、どなたでもお気軽にご連絡ください。

◦‌ �採決状況については、前年度比が表示され、予算の
流れが比較できます。
◦‌ �予算円グラフでも、前年度比の数字を表示したほう
がよりわかりやすいと思います。
◦‌ �見出しをつけることで、その後の内容を読みやすく
しようとしているのがわかります。
◦‌ �「水道事業収益」や「水道事業費用」などは言葉の
意味が難解で、説明がほしいです。

連 絡 先 TEL：０２３-６６２-４３７０　 FAX：０２３-６６２-２５３８
Eメール：gikai@town.nakayama.yamagata.jpな

か

やま
議会だよりモニター

随時
募集中

今号の表紙 団結を強めた運動会
　今号から表紙では、新シリーズ「えがお なかやま」として、町民の

皆さんの笑顔を紹介していきます。スタートとなる今回は、５月２７日（土）に開催
された豊田・長崎両小学校の運動会から、子どもたちの笑顔を集めました。
　快晴のもと、「やったぁ」「行くぜ」「がんばったよ」と、校庭には大きな声が
響きわたり、児童たちは体いっぱいに元気を表現していました。

「 町 民 の 笑 顔 」 写 真 を 募 集 し ま す
なかやま議会だよりでは、「町民の笑顔」シリーズとして、皆さんの笑顔を表紙で紹介しています。自慢の笑顔写真をお持ちの方は
ぜひお寄せください。応募方法などについては、議会事務局（☎０２３－６６２－４３７０）までお問い合わせください。

第25号から

えがお
なかやま

シリーズ

①とき ②ところ ③内容 ④問い合わせ

※イベントは予告なく変更になる場合があります。

イベ ントイベ ント情報
山形市・上山市・山辺町・中山町

２ ２市市 町町

第１４回元祖芋煮会in中山
①‌�令和５年９月３０日（土） １０：３０〜
②‌�ひまわり温泉ゆ・ら・ら前 交流広場（予定）
③‌�芋煮会発祥の地である中山町で行われ
るイベント。北前いも煮の振る舞いな
どの催しがあります。
④‌�中山町観光協会事務局 ℡０２３-６６２-２１１４

中山
町

第２回中山すももウォーキング
①‌�令和５年９月３０日（土） ９：００〜正午
②‌�山形県中山町地内
　【スタート：中山町中央公民館】
　・旧柏倉家住宅コース（約６．５㎞コース）
　・せせらぎ公園コース（約４．１㎞コース）
③‌�中山町の秋を感じながら、年齢・性別
に関係なくみんなで気軽に町内を歩く
スポーツイベント。チェックポイント
にて町内産フルーツの提供あり。８月
に参加申込を受付開始。定員３００名。
④‌�中山町教育委員会 ℡０２３-６６２-２２３５

中山
町第４４回山形大花火大会

①令和５年８月１４日（月）
②‌�打ち上げ場所：霞城公園、観覧席：県
民ふれあい広場・やまぎん県民ホール
前イベント広場
③‌�霞城公園に色鮮やかな花火が打ち上げ
られます。遠方の方はYouTubeでも
花火の映像美を楽しむことができます。
④山形大花火大会実行委員会
�  ℡０２３-６３２-８６６５

山形
市

第３５回日本一の芋煮会フェスティバル
①令和５年９月１７日（日）
②馬見ヶ崎川河川敷（双月橋付近）
③‌�山形名物の芋煮を直径６．５ｍの大鍋で
約３万食分作ります。地元産の食材に
こだわったおいしさもスケールもまさ
に日本一の芋煮会です。
④‌�日本一の芋煮会フェスティバル協議会
事務局 ℡０２３-６２２-０１４１

山形
市第６１回山形花笠まつり

①令和５年８月５日（土）〜７日（月）
②‌�国道１１２号線 山形中央郵便局前～文翔館前
③‌�「ヤッショ、マカショ」の掛け声と勇
壮な花笠太鼓を伴奏に、艶やかな衣装
と紅花をあしらった笠を手にした踊り
手が、市内の目抜き通りをパレードし
ます。
④山形県花笠協議会 ℡０２３-６４２-８７５３

山形
市
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連載シリーズ 第４弾

　
今
年
も
暑
い
夏
が
や
っ
て
き

ま
す
。

　
私
た
ち
の
生
活
も
、
少
し
ず

つ
で
は
あ
り
ま
す
が
マ
ス
ク
を

し
な
い
時
間
が
増
え
、
昨
年
ま

で
と
比
べ
、
過
ご
し
や
す
く
な

り
そ
う
で
す
。

　
議
会
広
報
委
員
は
、
町
や
議

会
の
活
動
を
町
民
の
皆
さ
ん
に

「
読
み
や
す
く
」「
わ
か
り
や
す

い
」
形
で
お
伝
え
す
る
た
め
の

広
報
紙
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

今
回
号
で
、
現
在
の
メ
ン

バ
ー
で
の
発
行
は
最
後
と
な
り

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。�

（
鎌
上　
徹
）

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
委 

員 

長　
村
山　
　
隆

　
副
委
員
長　
佐
竹　
英
規

　
委　
　
員　
佐
東　
幸
治

　
委　
　
員　
夛
田　
慎
二

　
委　
　
員　
鎌
上　
　
徹

皆さまのご意見、ご感想など、お寄せください。次回第２７号の発行は１１月１日です。
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　中山町消防団には、各地区の分団で活動している団員のほ
かに『ラッパ隊』として活動を行っている隊員がいます。
ラッパ隊は消防出初式や各種消防演習の式典などで楽器を演
奏し、消防団員の士気を高める役割を担っており、前町議会
議長の故 堀川政美氏も、ラッパ隊として活躍されていまし
た。

❷ 中
なかやままちしょうぼうだん

山町消防団ラッパ隊
たい

活動日：随時　主に午後７時から８時　活動場所：町防災センターなど

代表者：奥
おく

山
やま

暢
のぶ

之
ゆき

　会員数：６名　問合せ先：☎６６２‐４８９９（総務広報課危機管理グループ）

　練習は、式典などの開催前に町
防災センターなどで行っていま
す。現在の隊員６人も、半数以上
が楽器演奏未経験で入隊しまし
た。未経験でも、楽器演奏に興味
のある方、地域貢献に興味のある
方、男女問わずお問い合わせくだ
さい。トランペット、ドラム経験
者は特に歓迎します。ぜひ一緒に
活動してみませんか。

お詫びと訂正
　前号でご紹介した「中山町玄蕃太鼓振興会」の記事において、「故 森田一夫
氏らの呼びかけで設立され」と表記しましたが、正しくは、「故 森田一夫氏の
多大なるご尽力により設立され」とするべきところでした。
　関係者の皆さまに深くお詫び申し上げ、訂正させていただきます。

楽しい仲間たち楽しい仲間たち
―明るい 豊かなまちづくりを目指して―明るい 豊かなまちづくりを目指して――

スポーツとフルーツ 伸びゆく町 なかやま 　なかやま議会だよりの最終ページは、町内の各
種団体を紹介してきました。
　連載シリーズ第４弾は、「楽しい仲間たち ―明
るい 豊かなまちづくりを目指して―」と題し、
町内で活躍・活動しているさまざまなサークル、
ボランティア団体を紹介していきます。
　今回は、「中山町消防団ラッパ隊」です。

第２回
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